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長
五
小
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
催
の
「
総
合
防

災
訓
練
」
と
高
台
主
催
の
「
避
難
訓
練
」
を
、

１
１
月
２
３
日
（
日
・
祝
）
に
行
い
ま
す
。

今
年
も
南
海
ト
ラ
フ
の
大
地
震
発
生
を
想
定
し

て
実
施
さ
れ
ま
す
。

８
時
３
０
分=

訓
練
地
震
発
生
→
８
時
４
５
分=

「
高
台
２
号
公
園
」
に
集
合
→
点
呼
・
説
明
→
９

時=

長
五
小
に
向
け
出
発
→
９
時
３
０
分=

「
総

合
防
災
訓
練
」
開
始
。

訓
練
で
は
、
今
年
初
め
て
実
施
す
る
、
体
育
館
に

避
難
所
を
設
営
し
体
験
す
る
「
避
難
所
開
設
運

営
訓
練
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
防
災
倉
庫
か
ら
の

非
常
食
・
飲
料
水
・
毛
布
の
搬
送
、
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
の
設
置
、
避
難
所
環
境
の
整
備
（
毛
布
・

段
ボ
ー
ル
の
活
用
）、
応
急
手
当
、
炊
き
出
し
（
ブ

タ
汁
と
非
常
食
試
食
）
な
ど
も
行
い
ま
す
。↗

◉

１
０
月
２
６
日
秋
の
公
園
除
草
が
行
わ

れ
、
２
号
か
ら
５
号
公
園
で
子
供
さ
ん
も

含
む
計
１
０
２
名
の
多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
公
園
除
草
は
市

か
ら
の
委
託
で
、
こ
れ
か
ら
も
公
園
を
き

れ
い
に
保
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
参
加

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

◉

さ
く
ら
会
館
「
年
末
大
掃
除
」
を
１
２
月
１
３

日（
土
、役
員
会
の
日
）１
０
時
か
ら
行
い
ま
す
。

普
段
で
き
な
い
会
館
の
外
壁
な
ど
も
き
れ
い
に

し
て
、
１
年
の
垢
を
落
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
数
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
震
ば
か
り
で
な
く
、
高
台
地
区
の
一
部
で
は

山
津
波
の
危
険
も
い
わ
れ

て
お
り
、
忘
れ
た
こ
ろ
に

や
っ
て
く
る
大
災
害
の
た

め
に
、
普
段
の
備
え
が
大

切
と
思
い
ま
す
。

自
分
自
身
が
災
害
で
も
生

き
残
れ
る
た
め
に
、
こ
う

し
た
訓
練
に
是
非
参
加
く

だ
さ
い
。

隔
年
実
施
の
「
高
台
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」
が
、

１
１
月
３
０
日
（
日
）
行
わ
れ
ま
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、（
７
時
４
５
分
）<

高
台
２
号

公
園
発>

→
長
岡
京
Ｉ
Ｃ
→
京
田
辺
Ｐ
Ａ（
休
憩
）

→
「
和
歌
山
城
」（
自
由
時
間
１
時
間
）
→
「
和

歌
山
マ
リ
ー
ナ
シ
テ
ィ
」（
黒
潮
市
場
で
昼
食
）

→
「
ポ
ル
ト

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」「
紀
州
黒
潮
温
泉
」

「
海
釣
り
公
園
」「
黒
潮
市
場
」「
紀
ノ
国
フ
ル
ー

ツ
村
」「
各
種
イ
ベ
ン
ト
」（
以
上
の
自
由
時
間
２
．

５
時
間
）
→
（
１
６
時
発
）
→
途
中
休
憩
→<

高

台
２
号
公
園
着>

（
１
８
時
）
で
す
。

予
定
し
て
い
た
よ
り
参
加
人
数
が
少
な
く
な
り

バ
ス
一
台
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、
名
跡

の
見
学
に
、
山
海
の
珍
味
に
、
数
々
の
イ
ベ
ン
ト

に
、
豊
富
な
天
然
温
泉
に

秋
の
一
日
を
楽
し
み
、

親
睦
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

赤
い
羽
根
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
１
９
５
軒
か
ら

１
０
万
４
８
０
０
円
を
お
預
か
り
し
ま
し

た
。
赤
い
羽
根
と
歳
末
助
け
合
い
に
分
け

て
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

２
６
年
度
下
半
期
分
の
自
治
会
会
費
を
お

願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
３
２
５
世
帯
全

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

集
金
い
た
だ
い
た
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
の
皆
さ

ん  

ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

  高
台
地
区
を
含
む
長
五
小
校
区
に
は
、
１
万
４

千
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
校
区
全
体
を
見

る
組
織
と
し
て
２
年
前
に
設
立
さ
れ
た
の
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で
す
。
協
議
会
で
は
１
２

あ
る
各
自
治
会
や
４
地
域
の
交
流
を
図
る
た
め

会
合
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
自
治
会
活
動

を
紹
介
す
る
懇
談
会
の
発

表
者
に
高
台
自
治
会
が
選

ば
れ
、
桒
原
会
長
が
講
演

し
ま
し
た
。

高
齢
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
見
守
り
隊
」、
映
画
会
と

親
睦
の
会
の
「
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
」、「
自
治
会
サ
ポ

ー
タ
」
制
度
、
サ
ー
ク
ル

の
代
表
で
「
高
台
歴
史
を
楽
し
む
会
」、
高
齢
者
の

勉
強
と
親
睦
の
「
き
ず
な
の
会
」、
高
台
の
緑
化
を

推
進
す
る
「
緑
の
サ
ポ
ー
タ
」
を
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
９
つ
の
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
定
期
的
に
活

動
し
て
い
る
こ
と
も
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
高
台
自
治
会
の
活
動
は
、
他
と
比
べ
て

遥
か
に
活
発
で
あ
り
効
果
を
あ
げ
て
い
る
と
の

評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
１
回
「
街
路
樹
検
討
委
員

会
」
が
、
１
２
月
１
日
（
月
）

夜
７
時
か
ら
さ
く
ら
会
館
で

行
わ
れ
ま
す
。

バ
ス
通
り
の
８
５
本
の
南
京

櫨
に
つ
い
て
今
後
ど
う
す
る

か
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
議

論
が
あ
り
ま
し
た
。

高
台
開
発
当
初
に
植
え
ら
れ

た
樹
が
成
長
す
る
に
つ
れ
て
、
秋
の
落
ち
葉
清

掃
、
通
行
・
交
通
の
妨
げ
・
根
に
よ
る
道
路
の
隆

起

な
ど
の
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
先
日
「
街
路
樹
検
討
会
」
で
意
見
を
い
た

だ
き

①
落
ち
葉
対
策
と
し
て
今
秋
落
葉
前
の
強

剪
定

②
全
面
的
に
新
し
い
街
路
樹
に
植
え
替
え

の
方
針
を
決
め
ま
し
た
。
こ
の
案
を
定
例
役
員
会

に
諮
り
「
街
路
樹
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
具
体

策
を
練
る
」
と
決
ま
り
、
今
回
そ
の
第
１
回
目
の

会
合
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
多
く
の

皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

な
お
右
記
の
方
針
の
落
葉
前
強
剪
定
は
既
に
済

ん
で
お
り
、
毎
年
行
っ
て
い
る
落
ち
葉
清
掃
の

行
事
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

<

退
去
退
会>

４
Ｂ

２
・
８
・
１
０

田
村
艶
子
さ
ん

<

ブ
ロ
ッ
ク
変
更>

４
Ｂ
か
ら
１
７
Ｂ

３
・
１
５
・
４
へ

寺
田
真
樹
さ
ん

<

訃
報>１

３
Ｂ

３
・
４
・
３  

竹
内
文
也
さ
ん

                     

享
年

８
１
歳

１
０
Ｂ
の
菊
池
徹
さ
ん
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま

し
た
。

<

高
台
に
こ
ら
れ
た
の
は>

大
学
の
公
務
員
宿
舎
に
い
た

の
で
す
が
、
泉
が
丘
に
住
む

弟
に
勧
め
ら
れ
て
高
台
に
昭

和
５
０
年
に
移
っ
て
き
ま
し

た
。
駅
か
ら
遠
く
交
通
機
関
も
少
な
く
歩
く
の

も
大
変
で
し
た
が
、
周
り
に
竹
藪
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
、
田
舎
暮
ら
し
が
好
き
だ
っ
た
の
で
満

足
し
ま
し
た
。

<

ど
ん
な
お
仕
事
を>

京
大
薬
学
部
や
富
山
医
科
薬
科
大
学
で
、
和
漢
薬

な
ど
を
研
究
し
て
い
ま
し
た
。
薬
草
の
標
本
作
り

で
各
地
の
野
山
を
歩
き
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

<

漢
方
と
は>

天
然
自
然
の
動
植
物
を
使
っ
て
、
病
気
の
症
状

を
改
善
し
ひ
い
て
は
病
気
を
治
す
の
が
和
漢
薬

で
す
。
漢
方
で
は
人
参
，
大
黄
、
葛
根
な
ど
有
名

で
す
が
、
和
薬
と
し
て
も
セ
ン
ブ
リ
，
ゲ
ン
ノ
シ

ョ
ウ
コ
，
桜
皮
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
副
作
用
が
少

な
く
、
保
険
適
用
に
な
っ
て
、
病
院
で
も
広
く
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

<

ご
趣
味
は>

趣
味
は
、
ク
ラ
ッ
シ
ク
音
楽
と
バ
レ
エ
で
す
。
よ

く
ス
カ
パ
ー
の
「
ク
ラ
シ
カ
ジ
ャ
パ
ン
」（
６
３

７
Ｃ
Ｈ
）
を
見
て
い
ま
す
。
２
４
時
間
い
つ
で
も

ク
ラ
ッ
シ
ク
音
楽
が
楽
し
め
ま
す
。
バ
イ
オ
リ

ン
や
チ
ェ
ロ
の
曲
が
特
に
好
き
で
、
Ｃ
Ｄ
や
カ

セ
ッ
ト
も
１
千
枚
ほ
ど
持
っ
て
い
ま
す
。

バ
レ
エ
は
、
定
年
に
な
っ
て
か
ら
、
よ
く
劇
場
に

足
を
運
ん
で
い
ま
す
。
明
日
も
東
京
ま
で
ボ
リ

シ
ョ
イ
バ
レ
エ
を
見
に
行
き
ま
す
し
、
１
２
月

も
６
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
を
買
っ
て
い
ま
す
。
本

当
に
楽
し
み
で
す
。

<

フ
ァ
ン
は
お
ら
れ
ま
す
か>

全
般
に
外
国
の
ダ
ン
サ
ー
は
す
ご
い
と
思
い
ま

す
。
中
で
も
ボ
リ
シ

ョ
イ
バ
レ
エ
の
ザ
ハ

ロ
ワ
が
好
き
で
、
そ

の
優
雅
さ
実
力
は
世

界
一
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
バ
レ
エ
は
、
物
語
を
踊
り
と
パ
ン
ト
マ
イ

ム
で
進
め
て
い
く
も
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で

ス
ト
ー
リ
ー
は
よ
く
分
か
り
ま
す
。

お
勧
め
す
る
バ
レ
エ
は
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

の
３
大
バ
レ
エ
「
白
鳥
の
湖
」「
眠
れ
る
森
の
美

女
」「
く
る
み
割
り
人
形
」、
喜
劇
の
「
こ
う
も
り
」

「
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
」「
海
賊
」、
古
典
バ
レ
エ
の

代
表
「
ジ
ゼ
ル
」、
日
本
初
の
創
作
バ
レ
エ
「
ザ

カ
ブ
キ
」
な
ど
で
す
。

高
台
で
ク
ラ
ブ
が
で
き
て
、
皆
ん
な
で
一
緒
に

鑑
賞
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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手をつなごう

高台自治会で

背景は銀杏  

さ
く
ら
会
館
１
１
月
度
清
掃
が
行
わ
れ
、
１
３
Ｂ

と
１
４
Ｂ
の
１
３
名
の
皆
さ
ん
の
お
手
伝
い
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
回
１
２
月
度
は
年
末
の
大

掃
除
（
上
記
参
照
）
で
す
。
な
お
１
０
月
度
の
さ

く
ら
会
館
の
部
屋
利
用
は
１
８
回
で
し
た
。

秋の公園除草・２号公園

秋の公園除草・５号公園

開設される避難所のイメージ

昨年高台から多くのご注文をいただ
きました「年賀状印刷」を、今年も受
け付けします。これは難病の人たち
に仕事を提供する嵐山にある NPO
法人の事業をサポートするためのも
のです。市価の半額程度でお受けで
きます。裏面のデザインを選定いた
だき、ご希望であれば「宛名印刷」（既
存の名簿、昨年受取っ
た年賀状などから）や
年賀葉書準備もいたし
ます。ご希望の方は
956-1976（後藤・
留守番電話）まで。

ザハロワ

第１１回「ふれあいサロン」を、

１１月２４日（月、振替休日）１

４時から、さくら会館で行います。

今回は脚本家早坂暁の自伝的小説

を映画化した「ダウンタウン・ヒ

ーローズ」です。

学制改革を控えた最後の旧制松山

高校生の生活を活写した名作で、

戦後すぐの懐かしい場面がいろい

ろ出てきて、甘酸っぱい古きよき

時代を疑似体験できます。松山高

の代表寮歌「暁雲こむる」が挿入

歌として使われています。監督山

田洋次、主演薬師丸ひろ子、中村

橋之助、その他柳葉敏郎、坂上忍、

渥美清などが出演しています。昭

和６３年作品。

観賞後喫茶や酒類を楽しみながら

歓談したいと思います。
参加自由、予約不要、無料です。

落葉前に強剪定実施

コミュニティでの発表


